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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 10,653 11,414 73,982

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△350 △457 2,280

四半期純損失（△）又は当期純利益

（百万円）
△398 △503 1,678

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△505 △696 1,931

純資産額（百万円） 28,700 30,019 31,137

総資産額（百万円） 55,120 55,039 58,370

１株当たり四半期純損失金額（△）又

は１株当たり当期純利益金額（円）
△7.57 △9.57 31.88

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.1 54.5 53.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における建設業界は、民間建設投資に緩やかな回復が見られ、公共建設投資につきまし

ても震災復興需要により増加しましたが、東北地方以外の地域における建設投資は、依然として低水準に推移し、引

き続き厳しい経営環境となりました。

　このような状況のもと、当社グループの当第１四半期累計期間における受注高は、前年同期に比べ、震災応急復旧

工事は減少しましたが、本格的な復興工事の受注と首都圏における大型建築工事の受注により、前年同期比18.9％

増の227億２千９百万円となりました。

  売上高は、前期からの繰越工事が前年同期に比べ多かったことにより、前年同期比7.1％増の114億１千４百万円

となりました。

　利益面では、前期に受注した低採算工事が、当該期間に売上計上されたこと等により利益率が低下し、売上総利益

は前年同期比5.7％減の15億３千３百万円となりました。これにより、営業損益・経常損益は各々、４億７千６百万

円の損失（前年同期は３億８千７百万円の損失）、４億５千７百万円の損失（前年同期は３億５千万円の損失）と

なり、四半期純損益は５億３百万円の損失（前年同期は３億９千８百万円の損失）となりました。

 　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

「建設事業」

  建設事業の連結売上高は、112億８千７百万円となりました。

「その他」

　　　その他事業の連結売上高は１億２千７百万円であり、主なものは建設資材等の販売であります。

　　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　　（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は42百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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　　（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営成績の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、本格的な震災復興に向けた建設投資の増加が見込まれるものの、その他の地

域における建設投資は、依然として低調に推移し更なる競争の激化が見込まれるなど、厳しい経営環境が続くものと

予想されます。

 このような状況のなか、当社グループ全体で事業量を確保するとともに収益力の向上を図るため、以下の課題を実

施してまいります。

  ① 安全衛生管理の徹底

　　 災害の絶滅を目指して更なる安全衛生管理の徹底を図り、顧客信頼度を高めることにより企業価値の向上に  

     努めてまいります。

  ② 専門土木事業分野におけるグループ経営体制の強化

　   各子会社の地域に根差した営業活動の更なる推進とコストダウンの徹底により、グループ経営体制を強化し

     事業量の確保に努めてまいります。　　　

  ③ 建築事業分野・海外事業分野での事業規模の拡大

　　 建築事業分野では十分なリスク管理を念頭におきながら、新規顧客の開拓による事業の拡大を図り、

　　 海外事業分野においては海外各地の市場調査、リスク調査を充実させるとともに、主力市場への人員配置に

　　 より、事業量の拡大を図ってまいります。

　④ 財務基盤の強化

採算重視の営業活動を徹底することにより収益力を強化するとともに、工事金の回収率を高めてキャッシュ・

フローの確保に努め、また、機械資産の効率的投資と遊休不動産の圧縮により資産効率を向上させ、財務基盤強

化に努めてまいります。　
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　　（5）生産、受注及び販売の実績

(1）受注実績

セグメントの名称

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

受注高
（百万円）

次期繰越工事高
（百万円）

受注高
（百万円）

次期繰越工事高
（百万円）

建設事業　 　                 

斜面・法面対策工事 　 7,246 15,146 7,597 14,920

　法面保護工事  5,162 9,619 5,385 9,747

　地すべり対策工事  2,083 5,526 2,212 5,173

基礎・地盤改良工事 　 7,465 14,885 5,903 13,433

補修・補強工事  281 1,265 731 1,231

環境修復工事  115 578 371 671

管きょ工事  90 159 122 359

一般土木工事  1,462 3,537 2,491 3,912

建築工事  2,202 7,386 5,362 12,684

その他工事  255 351 148 249

合計 19,120 43,310 22,729 47,462

（注）当社グループでは、建設事業以外は受注生産を行っておりません。

　

(2）売上実績

セグメントの名称

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）　

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

建設事業  10,522 98.8 11,287 98.9

斜面・法面対策工事　 　 3,583 33.6 4,080 35.7

　法面保護工事  1,900 17.8 2,862 25.1

　地すべり対策工事  1,682 15.8 1,217 10.7

基礎・地盤改良工事  3,592 33.7 3,456 30.3

補修・補強工事  659 6.2 521 4.6

環境修復工事  323 3.0 251 2.2

管きょ工事  170 1.6 68 0.6

一般土木工事  105 1.0 545 4.8

建築工事  1,862 17.5 2,192 19.2

その他工事  226 2.1 171 1.5

その他 130 1.2 127 1.1

合計 10,653 100.0 11,414 100.0

（注）１　セグメント間での取引については相殺消去しております。

（注）２　売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 198,000,000

計 198,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 57,804,450 57,804,450
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株

式であり、権利

内容に何ら限

定のない当社

における標準

となる株式で

あり、単元株式

数は100株であ

ります。

計 57,804,450 57,804,450 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 57,804,450 － 6,119 － 6,358

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　5,142,500
－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 52,605,200 526,052 同上

単元未満株式 普通株式     56,750 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 57,804,450 － －

総株主の議決権 － 526,052 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式16株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）                  

ライト工業株式会

社

東京都千代田区九

段北４－２－35
5,142,500 － 5,142,500 8.89

計 － 5,142,500 － 5,142,500 8.89

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,562 9,663

受取手形・完成工事未収入金等 ※3
 21,162

※3
 15,222

未成工事支出金 6,512 8,700

商品及び製品 29 21

仕掛品 18 18

材料貯蔵品 141 115

未収入金 320 60

その他 916 907

貸倒引当金 △173 △151

流動資産合計 38,491 34,557

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,283 2,310

機械・運搬具（純額） 552 520

土地 9,116 9,116

リース資産（純額） 1,094 1,056

建設仮勘定 42 57

その他（純額） 87 86

有形固定資産合計 13,177 13,147

無形固定資産 172 171

投資その他の資産

投資有価証券 2,884 2,753

その他 4,240 5,012

貸倒引当金 △595 △603

投資その他の資産合計 6,529 7,162

固定資産合計 19,879 20,482

資産合計 58,370 55,039
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※3
 15,583

※3
 12,198

短期借入金 500 400

1年内返済予定の長期借入金 453 441

未払法人税等 489 106

未成工事受入金 4,203 6,027

完成工事補償引当金 78 129

工事損失引当金 114 57

災害損失引当金 64 63

未払費用 1,184 880

その他 933 1,164

流動負債合計 23,606 21,469

固定負債

長期借入金 890 786

再評価に係る繰延税金負債 1,217 1,217

退職給付引当金 626 696

長期未払金 27 27

リース債務 805 764

その他 59 58

固定負債合計 3,626 3,550

負債合計 27,233 25,019

純資産の部

株主資本

資本金 6,119 6,119

資本剰余金 6,358 6,358

利益剰余金 21,303 20,378

自己株式 △1,698 △1,698

株主資本合計 32,082 31,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △126 △258

土地再評価差額金 △717 △717

為替換算調整勘定 △102 △162

その他の包括利益累計額合計 △945 △1,137

純資産合計 31,137 30,019

負債純資産合計 58,370 55,039
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高

完成工事高 10,522 11,287

兼業事業売上高 130 127

売上高合計 10,653 11,414

売上原価

完成工事原価 8,925 9,786

兼業事業売上原価 102 94

売上原価合計 9,027 9,881

売上総利益

完成工事総利益 1,597 1,501

兼業事業総利益 27 32

売上総利益合計 1,625 1,533

販売費及び一般管理費 2,012 2,009

営業損失（△） △387 △476

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 20 23

受取ロイヤリティー 13 16

受取賃貸料 13 14

その他 27 15

営業外収益合計 79 76

営業外費用

支払利息 7 6

支払手数料 10 6

為替差損 15 31

支払保証料 2 1

その他 7 11

営業外費用合計 42 57

経常損失（△） △350 △457

特別利益

固定資産売却益 0 －

その他 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除売却損 3 0

退職特別加算金 13 －

災害による損失 3 －

特別損失合計 20 0

税金等調整前四半期純損失（△） △370 △457

法人税、住民税及び事業税 30 46

法人税等調整額 △2 △0

法人税等合計 27 46

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △398 △503

四半期純損失（△） △398 △503
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △398 △503

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △72 △132

為替換算調整勘定 △34 △60

その他の包括利益合計 △107 △192

四半期包括利益 △505 △696

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △505 △696

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積の変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形割引高 1,811百万円 150百万円

受取手形裏書譲渡高 7 15

 

２　偶発債務

　下記の会社の分譲住宅販売に係る手付金等受領額に対して、信用保証会社への保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

㈱タカラレーベン 118百万円 ㈱タカラレーベン 85百万円

　

　下記の会社の借入に対して、金融機関への保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

大輝興産㈱ 9百万円 大輝興産㈱ 7百万円

　

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 194百万円 326百万円

支払手形 91百万円 227百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１　売上にかかる季節的変動

　当社グループの主たる事業である建設事業においては、工事の完成計上が第４四半期連結会計期間に偏ると

いう季節的変動があります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 233百万円 195百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 421 8.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 421 8.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 報告セグメント その他
（注）

合計
 建設事業

売上高    

外部顧客への売上高 10,522 130 10,653
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 316 316

計 10,522 446 10,969

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△393 7 △386

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品資材販売事業、リース事業及び

訪問介護事業等を含んでおります。

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △393

「その他」の区分の利益 7

セグメント間取引消去 △0

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △387

　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 報告セグメント その他
（注）

合計
 建設事業

売上高    

外部顧客への売上高 11,287 127 11,414
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 253 253

計 11,287 380 11,668

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△496 20 △475

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品資材販売事業、リース事業及び

訪問介護事業等を含んでおります。

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △496

「その他」の区分の利益 20

セグメント間取引消去 △0

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △476

　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △7円57銭 △9円57銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） △398 △503

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） △398 △503

普通株式の期中平均株式数（千株） 52,662 52,661

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

ライト工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 打越　隆　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤原　明　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているライト工業株式会
社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ライト工業株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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